
 

森の力再生事業の整備箇所への植樹 新年の挨拶 白鳥隆司 賀茂農林事務所長 

「石部の灯り」イベント開催中！ 

複式農業簿記講座を開催しました 

 
 
 
 
 
 

新年明けまして、おめでとうございます。 

皆様には、健やかに新年をお迎えのことと、心より

お慶び申し上げます。 

賀茂農林事務所では、地域の多彩で高品質な農林産

物の活用や鳥獣被害対策などの課題に、所員の力を結

集して、取り組んでいるところであります。 

今後も、「食」、「花」、「森林」の都づくりを進

めるとともに、賀茂地域にマッチした農地の有効活用

の推進や担い手の確保・育成に向けた取組を、市町や

関係団体と連携して、進めてまいりますので、より一

層のご理解、ご支援をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当：総務課（0558-24-2074） 

伊豆西海岸に位置

する石部棚田は、眼

下に駿河湾を一望で

きる風光明媚な地域

です。当地は昔、岩

に神が宿るとして、

火を燃して海上交通

の目印とするなど、

「石火」と呼ばれ親

しまれてきました。 

その石部棚田で、平成27年12月５日（土）から平

成28年２月７日（日）までの期間「石部の灯り（LED）」

イベントが開催されています。 

澄み渡った冬の夜空に灯された幻想的な「火」の風

景は、日ごろの喧騒を忘れ、心を癒す道しるべとなる

ことでしょう。ぜひ、大切な方とお越し下さい。 

担当：農村整備課（0558-24-2080）
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賀茂地域の農林業と農林事務所の活動を紹介します

2001166年

 12 月 2 日（水）、森の力再生事業により竹林を

整備した下田市吉佐美の朝日小学校の裏山で、 

５・６年生による桜の記念植樹が行われました。 

植樹の前には、担任の

先生から森の力再生事業

の説明と桜に関するクイ

ズがあり、楽しみながら、

森林の持つ公益的機能や

桜について学びました。 

その後、整備を行った日本自然環境保全協会（以

下、協会）の会員と一緒に植樹しました。 

 今後、協会や地域の方々の適正な管理により、豊

かな広葉樹林になることが期待されます。 

担当：森林整備課（0558-24-2082） 

11 月 24 日（火）から４回に分けて、複式農業

簿記講座を新規就農者等５名を対象に開催しました。 

本講座では、仕訳及び元帳への転記や試算表の作

成、青色申告のメリットを中

心に学び、最終的には貸借対

照表と損益計算書の作成も

できるようになりました。 

受講生からは、具体的な場

面での仕訳方法等についての質問が多数あり、非常

に活発な講座となりました。 

今後も引き続き賀茂農林事務所では、新規就農者

等の経営力向上に取り組んでいきます。 

担当：企画経営課（0558-24-207６） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年11月月号号  

 
 

下田市の「加増野ポーレポーレ」では、耕

作放棄地だった農地を解消しようと、「つる首

かぼちゃ」を栽培しています。 

通常のかぼちゃよりも 

水分が多く柔らかいため、 

パンプキンスープ等の加 

工品に最適です。 

 下田市の新たな産品と 

なる日も近い！ 

・・・かも？しれません。 

WELLかも！ 

「つる首かぼちゃ」 



 

「賀茂地域資源活用促進連絡会」の開催  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月７日（月）、かね吉一燈庵（河津町）に

おいて、農業者と商工会、観光協会、管内市町の

関係者46名が参加し「賀茂地域資源活用促進連絡

会」を開催しました。 

今回は、今年度、地

域資源を活用して商品

化された加工品及び

「食の都づくり仕事

人」が地域の代表的・

特徴的な地場産品を使

用して考案した新メニューを実際に試食し、食材提

供者（農業者等）や利用者（商工、観光業者等）、

仕事人等が意見交換を行いました。 

今後、アンケートの集計結果や聞き取りを参考に

事業者間のマッチングを進めるとともに、関係機関

と連携し、６次産業化を推進していきます。 

 
地域振興課（0558-24-207９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西伊豆町の県道 59 号線を仁科川沿いに約 12km 進んで

いくと見えるお店が、今回紹介する「私房菜 合歓」さん。

「私房菜」（＝「自宅の台所」）という名前のとおり、友人の家

に招待されたような雰囲気の中で食事することができます。

今回戴いたメニューは、 

「なまこの八宝菜」（2,700 円） 

と「排骨会飯（パイコー飯）」 

（1,080 円）。 

自家栽培したという野菜は 

シャキシャキとして歯ざわりが 

よく、なまこの食感を引き立てます。 

全ての料理に県内産の材料を使用するなど、食材にもこだ

わりが見られます。 

横浜市の中華街で中

華料理店を経営していた

金森さんは、田舎暮らし

に憧れ、キャンプでよく訪

れていた西伊豆町へ引

っ越すことを決めました。

引っ越したばかりの時に

地元の人たちに振舞った

中 華 料 理 が 大 変 好 評

で、お店を始めるきっか

けとなりました。 

その際、西伊豆町でなまこがとれることを知り、メニューに

加えることを思いついたそうです。高級食材として扱われる

なまこの乾物は食べるまでに大変な手間がかかりますが、

金森さんは一から手作りをしており、お店でいつでも口にす

ることができます。 

「初めてのお客さんは心配になって電話をしてきます」と

金森さんの奥さんが笑いながらおっしゃるように、西伊豆町

の奥にあるお店ですが、ライダーの間で口コミが広がり、県

内では三島・函南・熱海、県外からは神奈川・東京・埼玉な

どから常連さんが訪れるそうです。 

金森さんご夫妻の温かな人柄とともに、ゆったりとした時間

を過ごしてみませんか。 
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賀茂の「食の都づくり仕事人」のお店

 
 

私
し

房
ぼう

菜
さい

「合歓
ね む

」 

（仕事人 金森 義男さん） 
【西伊豆町大

TEL: :0558-

沢里668-1 
58-7333】 

 

（金森さんご夫妻） 

    目指せ!! 世界ジオパーク （左：なまこの八宝菜、 

右：排骨会飯） 
   下田市 「白浜神社」 

 2400年以上の歴史があり、伊豆で最古の由

緒ある白浜神社境内には、樹齢2000年のご神

木のビャクシンがそ 

びえています。 

神社裏の巨岩から 

は、はるか昔に火山 

灰が降り積もってで 

きた白砂と、透明感 

溢れる海が見られます。また、縁結びにもご利

益があるそうです。一度足を運んでみてはいか

がでしょうか。 


